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一　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
傷
害
概
念
と
精
神
的
障
害
に
関
す
る
問
題
、
す
な
わ
ち
、
精
神
的
障
害
は
傷
害
概
念
に
含
ま
れ
る
の
か
、
人
の
精
神
的
健
康

な
い
し
精
神
的
機
能
は
（
ど
の
よ
う
な
態
様
・
程
度
に
お
い
て
）
傷
害
罪
の
保
護
法
益
な
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
現
在
の
ド
イ
ツ
刑

法
に
お
け
る
議
論
の
状
況
を
確
認
・
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
ア
メ
リ（
1
）カ、

イ
ギ
リ（
2
）ス、

オ
ー
ス
ト
リ（
3
）ア、

ド
イ（
4
）ツに

お
け
る
議
論
を
紹
介
・
検
討
す
る
先
行
研
究

が
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
に
関
し
て
は
、
同
国
の
通
説
的
見
解
及
び
判
例
は
、
傷
害
概
念
を
身
体
的
な
内
容

に
限
定
し
て
理
解
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
身
体
的
基
礎
が
認
め
ら
れ
な
い
純
粋
な
精
神
的
侵
害
・
障
害
は
傷
害
概
念
に
包
摂
さ
れ
な

い
と
理
解
し
て
い
る
旨
、
紹
介
が
な
さ
れ
て
い（
5
）る。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
稿
が
改
め
て
ド
イ
ツ
刑
法
に
お
け
る
議
論
を
検
討
す
る
の
は
、
次
の
理
由
に
よ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
日
本
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
、
被
害
者
に
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
等
を
発
症
さ
せ
た
こ
と
を
理

由
と
し
て
傷
害
罪
・
各
種
致
傷
罪
の
成
立
を
認
め
た
裁
判
例
が
公
刊
物
上
で
散
見
さ
れ
て
お
り
、
学
説
に
お
い
て
も
再
び
刑
法
に
お
け
る

傷
害
概
念
と
精
神
的
障
害
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
言
及
が
見
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
近
時
、
最
高
裁
は
、
最
決
平
成
二
四
年
七
月
二
四
日

（
刑
集
六
六
巻
八
号
七
〇
九
頁
）
に
お
い
て
、
被
害
者
四
名
が
発
症
し
た
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
傷
害
と
認
め
て
、
監
禁
致
傷
罪
の
成
立
を
肯
定
し
た
。

日
本
に
お
け
る
通
説
的
見（
6
）解及

び
裁
判（
7
）例は

、
精
神
的
障
害
は
理
論
的
に
傷
害
概
念
に
含
ま
れ
る
と
理
解
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
理
解

は
、
精
神
的
障
害
も
傷
害
概
念
（「
健
康
侵
害
」
概
念
）
に
含
ま
れ
る
と
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
通
説
的
見（
8
）解や
判（
9
）例の
理
解
と
同
様
で
あ

る
一
方
、
先
に
見
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
通
説
的
見
解
や
判
例
と
は
対
照
を
な
す
も
の
と
い
え
る
。

　

そ
こ
で
、
前
記
の
最
高
裁
決
定
が
現
れ
た
の
を
機
に
、
改
め
て
、
日
本
（
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
と
ド
イ
ツ
と
の
間
の
傷
害
概
念
に
関
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す
る
理
解
の
差
異
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
し
て
、
こ
れ
が
具
体
的
な
事
案
へ
の
適
用
に
お
い
て
、
結

論
と
し
て
ど
の
よ
う
な
差
異
を
生
じ
さ
せ
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
今
後
、
日
本
に
お
け
る
傷
害
概
念
の
考
察
に
際
し
て
の
有
益
な
素

材
・
内
容
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
現
行
刑
法
（
明
治
四
〇
年
法
律
第
四
五
号
）
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
、「
一
八
七
一
年
の
ド
イ
ツ
刑
法
典
な
ら
び
に
当
時
の
最
新

の
刑
法
典
を
斟
酌
す
る
と
同
時
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
刑
法
改
正
運
動
を
主
導
し
つ
つ
あ
っ
た
近
代
学
派
の
刑
法
理
論
の
影
響
を
強
く
受
け
て

制
定
さ
れ
）
10
（
た
」
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
殊
に
傷
害
罪
に
関
し
て
は
、
第
一
五
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
「
明
治
三
四
年
刑
法
改
正
）
11
（
案
」

に
つ
い
て
、「
独
逸
刑
法
の
影
響
を
看
取
し
得
る
も
の
で
あ
）
12
（

る
」
と
の
指
摘
が
存
在
す
）
13
（

る
。

　

そ
の
た
め
、
ド
イ
ツ
刑
法
の
傷
害
罪
規
定
の
理
解
は
、
日
本
刑
法
の
二
〇
四
条
の
成
立
過
程
に
お
け
る
各
種
改
正
案
・
草
案
の
理
解
に

資
す
る
面
も
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
、
本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
刑
法
に
お
け
る
通
説
的
見
解
や
判
例
に
よ
る
傷
害
概
念
の
内
容
や
論
拠
、
傷
害
概
念
を
身

体
的
内
容
に
限
定
す
る
見
解
と
精
神
的
内
容
を
含
め
る
見
解
と
で
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に
結
論
に
差
が
生
じ
る
の
か
等
の
点
に
つ
い
て
、

検
討
を
行
う
。

　

本
稿
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
第
二
章
で
は
、
精
神
的
障
害
に
関
す
る
議
論
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
ド
イ
ツ
刑
法
に
お
け
る
傷
害
罪
関
連
規
定
と
傷
害
概

念
を
構
成
す
る
「
身
体
的
虐
待
」
及
び
「
健
康
侵
害
」
の
両
概
念
に
つ
い
て
基
本
的
な
内
容
を
概
観
す
る
。
次
に
、
第
三
章
で
は
、
傷
害

概
念
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
通
説
的
見
解
及
び
判
例
の
理
解
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
少
数
説
と
さ
れ
る
精
神
的
障
害

を
傷
害
概
念
に
含
め
る
見
解
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
確
認
す
る
。
続
い
て
、
第
四
章
で
は
、
前
章
ま
で
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
ド
イ
ツ

に
お
け
る
通
説
的
見
解
と
少
数
説
と
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
結
論
的
差
異
が
生
じ
る
の
か
等
を
検
討
す
る
。
最
後
に
、
第
五
章
で
は
、

本
稿
に
お
け
る
結
論
を
示
す
と
と
も
に
、
今
後
の
検
討
の
素
材
の
一
つ
と
し
て
、
近
親
者
等
が
事
故
に
遭
遇
し
た
旨
の
知
ら
せ
を
受
け
た
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者
に
傷
害
が
生
じ
た
場
合
に
関
す
る
議
論
を
紹
介
す
る
。

二　

ド
イ
ツ
刑
法
に
お
け
る
傷
害
罪
関
連
規
定
と
傷
害
概
念
の
基
本
的
内
容

　

本
章
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
精
神
的
障
害
に
関
す
る
議
論
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
ド
イ
ツ
刑
法
の
傷
害
罪
関
連
規
定
と
傷
害
概

念
に
関
す
る
基
本
的
な
内
容
（「
身
体
的
虐
待
」
及
び
「
健
康
侵
害
」
の
意
義
）
を
概
観
す
）
14
（
る
。

㈠　

ド
イ
ツ
刑
法
に
お
け
る
傷
害
罪
関
連
規
定
（
二
二
三
条
以
下
）

　

ド
イ
ツ
刑
法
典
に
お
い
て
傷
害
罪
関
連
規
定
は
二
二
三
条
以
下
に
配
列
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
保
護
法
益
は
、
身
体
の
不
可
侵
性

（U
nversehrtheit

）
で
あ
）
15
（
る
。

　

条
文
を
概
観
す
る
と
、
二
二
三
条
に
は
基
本
と
な
る
「
傷
害
（Körperverletzung

）」
が
規
定
さ
れ
て
い
）
16
（

る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
二
二

四
条
に
は
毒
物
の
投
与
を
手
段
と
す
る
場
合
等
の
「
危
険
な
傷
害
（G

efährliche Körperverletzung

）」
が
、
二
二
五
条
に
は
「
保
護
を
ゆ

だ
ね
ら
れ
た
者
に
対
す
る
虐
待
（M

ißhandlung von Schutzbefohlenen

）」
が
、
二
二
六
条
に
は
被
害
者
が
視
力
を
喪
失
し
た
場
合
等
の

「
重
い
傷
害
（Schw
ere Körperverletzung

）」
が
、
二
二
七
条
に
は
「
死
亡
の
結
果
を
伴
う
傷
害
（Körperverletzung m

it Todesfolge

）」

が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
二
二
九
条
に
は
「
過
失
傷
害
（Fahrlässige Körperverletzung

）」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
二
二
八
条
「
承
諾
（Einw

illigung

）」
は
、
被
害
者
の
承
諾
を
得
た
と
し
て
も
当
該
行
為
が
善
良
な
風
俗
に
反
す
る
と
き
に
は

違
法
で
あ
る
旨
規
定
し
て
い
）
17
（
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
精
神
的
障
害
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
の
は
、
傷
害
概
念
の
理
解
に
と
っ
て
基
本
と
な
る
二
二
三
条
、

一
定
の
関
係
に
あ
る
者
に
対
す
る
精
神
的
な
侵
害
に
つ
い
て
も
対
象
と
し
て
い
る
二
二
五
）
18
（

条
、
及
び
重
い
結
果
の
一
つ
と
し
て
「
精
神
病
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若
し
く
は
障
害
（geistige Krankheit oder Behinderung

）」
を
掲
げ
て
い
る
二
二
六
条
で
あ
る
（
な
お
、
次
の
○
囲
み
の
数
字
は
、
各
条
文
の

項
番
号
を
示
し
て
い
る
。）。

第
二
百
二
十
三
条
（
傷
害
）

　

①　

他
の
者
を
身
体
的
に
虐
待
し
又
は
そ
の
健
康
を
害
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
自
由
刑
又
は
罰
金
に
処
す
る
。

　

②　

本
罪
の
未
遂
は
罰
せ
ら
れ
る
。

第
二
百
二
十
五
条
（
保
護
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
者
に
対
す
る
虐
待
）

　

①　

１　

自
己
が
監
護
し
若
し
く
は
保
護
す
る
者

　
　
　

２　

自
己
の
世
帯
に
属
す
る
者

　
　
　

３　

監
護
義
務
者
か
ら
そ
の
権
限
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
者
、
若
し
く
は

　
　
　

４　

職
務
若
し
く
は
労
働
上
の
関
係
の
枠
内
で
部
下
で
あ
る
者

　
　

 

で
、
十
八
歳
未
満
の
者
、
若
し
く
は
虚
弱
若
し
く
は
、
疾
病
の
た
め
自
己
の
身
を
守
る
こ
と
の
で
き
な
い
者
に
苦
痛
を
与
え
若
し
く
は
著
し
く
虐

待
し
た
者
、
又
は
、
こ
れ
ら
の
者
を
監
護
す
る
自
己
の
義
務
を
悪
意
で
怠
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
者
の
健
康
を
害
し
た
者
は
、
六
月
以
上
十

年
以
下
の
自
由
刑
に
処
す
る
。

　

②　
（
略
）

　

③　

行
為
者
が
、
行
為
に
よ
り
、
保
護
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
者
を

　
　
　

１　

死
亡
若
し
く
は
重
い
健
康
障
害
の
危
険
、
又
は

　
　
　

２　

身
体
若
し
く
は
心
の
発
育
に
対
し
て
重
い
障
害
を
も
た
ら
す
危
険

　
　

に
さ
ら
し
た
と
き
は
、
一
年
以
上
の
自
由
刑
を
言
い
渡
す
も
の
と
す
る
。

　

④　
（
略
）
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第
二
百
二
十
六
条
（
重
い
傷
害
）

　

①　

傷
害
の
結
果
、
被
害
者
が

　
　
　

１　

片
目
若
し
く
は
両
目
の
視
力
、
聴
力
、
会
話
能
力
若
し
く
は
生
殖
能
力
を
喪
失
し
た
と
き

　
　
　

２　

身
体
の
重
要
な
部
位
を
喪
失
し
、
若
し
く
は
、
永
続
的
に
使
え
な
く
な
っ
た
と
き
、
又
は

　
　
　

３　

永
続
的
に
著
し
く
概
観
を
変
更
さ
れ
、
若
し
く
は
、
慢
性
の
疾
病
、
麻
痺
若
し
く
は
精
神
病
若
し
く
は
障
害
の
状
態
と
な
っ
た
と
き

　
　
　
　

は
、
刑
は
一
年
以
上
十
年
以
下
の
自
由
刑
と
す
る
。

　

②
③　
（
略
）

㈡　

傷
害
概
念
の
基
本
的
内
容

―
「
身
体
的
虐
待
」
及
び
「
健
康
侵
害
」

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
傷
害
概
念
は
、「
身
体
的
虐
待
」
及
び
「
健
康
侵
害
」
の
両
概
念
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
）
19
（

る
。

　

ま
ず
、「
身
体
的
虐
待
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
代
表
的
注
釈
書
で
は
、
不
快
・
不
適
切
な
取
扱
い
に
よ
り
、
些
細
と
は
い
え
な
い
程
度

に
、
身
体
的
な
健
在
性
（W

ohlbefinden

）
を
侵
害
し
、
あ
る
い
は
、
身
体
的
な
不
可
侵
性
に
影
響
を
及
す
こ
と
、
と
説
明
さ
れ
て
い
）
20
（
る
。

　

こ
の
「
身
体
的
虐
待
」
の
具
体
例
に
つ
い
て
は
、
身
体
的
健
在
性
に
対
す
る
侵
害
と
し
て
は
、
平
手
打
ち
、
殴
打
、
大
量
の
ア
ル
コ
ー

ル
を
か
け
る
こ
と
、
落
と
す
の
が
困
難
な
物
質
を
塗
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
）
21
（
る
。
ま
た
、
身
体
的
不
可
侵
性
に
対
す
る
侵
害
と
し
て

は
、
身
体
部
位
（
歯
も
含
ま
れ
る
）
の
喪
失
、
腫
脹
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
、
毛
髪
の
切
断
が
挙
げ
ら
れ
て
い
）
22
（

る
。

　

次
に
、「
健
康
侵
害
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
代
表
的
注
釈
書
で
は
、
被
害
者
の
身
体
的
機
能
の
通
常
の
状
態
か
ら
悪
い
方
向
に
逸
脱
し

た
状
態
す
な
わ
ち
病
理
学
的
状
態
を
引
き
起
こ
す
こ
と
、
又
は
悪
化
さ
せ
る
こ
と
、
と
説
明
さ
れ
て
い
）
23
（

る
。
健
康
侵
害
の
意
義
に
関
し
て

は
、
他
の
注
釈
書
に
お
い
て
も
、「
病
理
学
的
状
）
24
（
態
」
あ
る
い
は
「
疾
病
状
）
25
（
態
」
で
あ
る
旨
の
説
明
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
前
述
の
定
義
中
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
健
康
侵
害
に
つ
い
て
も
、
些
細
と
は
い
え
な
い
程
度
の
侵
害
で
あ
る
こ
と
が
必
要
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で
あ
る
と
さ
れ
て
い
）
26
（
る
。

　

な
お
、「
健
康
侵
害
」
に
つ
い
て
、（
身
体
の
）
機
能
面
に
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
精
神
的
機
能

0

0

の
障
害
に
対
す
る
評
価
な
い
し
位

置
付
け
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
注
目
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

　
「
健
康
侵
害
」
の
具
体
例
と
し
て
は
、
骨
折
、
傷
（W

unden

）、
感
染
症
、
腹
痛
、
嘔
吐
、
意
識
喪
失
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
等
が
挙
げ
ら
れ

て
い
）
27
（

る
。

三　

ド
イ
ツ
刑
法
に
お
け
る
精
神
的
障
害
に
関
す
る
議
論

　

本
章
で
は
、
傷
害
概
念
と
精
神
的
障
害
に
関
す
る
議
論
に
お
け
る
代
表
的
な
学
説
及
び
判
例
を
概
観
す
る
。

㈠　

傷
害
概
念
を
身
体
的
内
容
に
限
定
す
る
見
解

　

ま
ず
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
通
説
的
見
解
及
び
判
例
の
立
場
と
さ
れ
る
、
傷
害
概
念
を
身
体
的
内
容
に
限
定
す
る
見
解
（
病
理
学
的
・
身

体
的
に
客
観
化
可
能
な
状
態
が
認
め
ら
れ
な
い
精
神
的
侵
害
あ
る
い
は
精
神
的
障
害
は
傷
害
概
念
に
含
ま
れ
な
い
と
す
る
見
解
）
に
つ
い
て
、
そ
の
主

張
内
容
を
確
認
す
る
。

1　

通
説
的
見
解
に
よ
る
説
明
内
容

　

⑴　
「
身
体
的
虐
待
」
と
精
神
的
侵
害

　

ま
ず
、
二
二
三
条
前
段
の
「
身
体
的
虐
待
」
概
念
と
精
神
的
侵
害
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
代
表
的
注
釈
書
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ

れ
て
い
）
28
（

る
。

　

す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
い
う
虐
待
は
身
体
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
攻
撃
は
被
侵
害
者
の
身
体
に
及
ば
な
け
れ
ば
な



法学政治学論究　第99号（2013.12）

44

ら
な
い
。
精
神
的
な
虐
待
、
つ
ま
り
、
他
人
に
対
す
る
単
な
る
「
精
神
の
拷
問
」
で
あ
っ
て
、
同
時
に
身
体
へ
の
虐
待
と
は
な
ら
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
、「
身
体
的
虐
待
」
に
は
該
当
し
な
い
。
心
理
的
苦
痛
、
心
理
的
苦
悩
あ
る
い
は
驚
愕
そ
れ
自
体
は
、
身
体
的
な
作
用
を

欠
い
て
い
る
た
め
、「
身
体
的
虐
待
」
に
は
含
ま
れ
な
い
。

　

唾
を
は
き
か
け
る
こ
と
に
よ
り
不
快
感
を
生
じ
さ
せ
る
行
為
は
、
身
体
的
作
用
そ
し
て
相
当
程
度
の
侵
害
を
欠
く
た
め
、
身
体
的
虐
待

に
は
該
当
し
な
）
29
（

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
精
神
的
な
安
定
を
動
揺
さ
せ
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
神
経
に
刺
激
性
炎
症
が
生
じ
た
こ
と
に
つ
い
て

知
覚
し
得
る
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
身
体
へ
の
作
用
も
認
め
ら
れ
る
た
め
、
身
体
的
虐
待
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、

同
時
に
健
康
侵
害
も
存
在
す
る
。
つ
き
ま
と
い
や
脅
し
が
三
年
以
上
に
わ
た
り
続
い
た
結
果
、
被
害
者
が
睡
眠
障
害
、
集
中
障
害
、
自
殺

念
慮
を
伴
う
ひ
ど
い
鬱
的
不
調
に
陥
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
場
）
30
（
合
等
が
そ
の
例
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
「
身
体
的
虐
待
」
と
精
神
的
侵
害
に
関
す
る
説
明
に
つ
い
て
は
、
①
精
神
的
な
作
用
・
侵
害
そ
れ
自
体
は
「
身
体
的
虐

待
」
と
は
い
え
ず
傷
害
概
念
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
、
及
び
②
精
神
的
な
作
用
・
侵
害
に
よ
っ
て
惹
き
起
こ
さ
れ
た
身
体
的
な
健
康
の
侵
害

は
傷
害
概
念
に
含
ま
れ
る
こ
と
（
心
因
性
の
傷
害
を
認
め
る
こ
と
）
を
い
う
も
の
と
理
解
で
き
る
。

　

⑵　
「
健
康
侵
害
」
と
精
神
的
侵
害

　

次
に
、
二
二
三
条
後
段
の
「
健
康
侵
害
」
概
念
と
精
神
的
侵
害
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
代
表
的
注
釈
書
で
は
、
精
神
的
侵
害
そ
れ
だ

け
で
は
健
康
侵
害
を
認
め
る
に
十
分
で
は
な
く
、
健
康
侵
害
が
肯
定
さ
れ
る
た
め
に
は
、
精
神
的
侵
害
に
よ
り
身
体
（
特
に
神
経
系
）
を

疾
病
状
態
に
陥
ら
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
身
体
的
疾
病
概
念
）
と
説
明
さ
れ
て
い
）
31
（

る
。
ま
た
、
精
神
的
な
作
用
は
、
身
体
を
「
病
理

学
的
な
・
身
体
的
に
客
観
化
可
能
な
状
態
（pathologischer, som

atisch objektivierbarer Zustand

）」
に
陥
ら
せ
る
場
合
に
は
、
健
康
侵
害

を
惹
き
起
こ
し
得
る
、
と
さ
れ
て
い
）
32
（
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
他
の
注
釈
書
で
は
、
精
神
的
な
作
用
・
侵
害
を
及
ぼ
す
こ
と
自
体
は
健
康
侵
害
で
は
な
く
、
健
康
侵
害
を
認
め

る
た
め
に
は
、「
身
体
的
状
態
を
些
細
と
は
い
え
な
い
程
度
に
悪
化
さ
せ
る
こ
）
33
（
と
」
や
「
身
体
的
に
客
観
化
可
能
な
病
理
学
的
状
）
34
（
態
」、
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「
身
体
的
な
性
）
35
（
質
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
）
36
（
る
。

　

ま
た
、
代
表
的
注
釈
書
で
は
、
二
二
三
条
の
文
理
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
身
体
的
虐
待
の
場
合
と
は
異
な
り
、
健
康
侵
害
に
は
「
身
体
的
」
と
い
う
文
言
が
付
加
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
先
に
見

た
傷
害
概
念
の
理
解
と
逆
の
こ
と
を
い
う
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
身
体
的
虐
待
と
健
康
侵
害
の
両
概
念
は
、
法
が
二
二
三
条
等
に

お
い
て
使
用
す
る
「
身
体
傷
害
」
と
い
う
上
位
概
念
の
下
に
置
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
）
37
（

る
。

　

さ
ら
に
、
傷
害
罪
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
指
摘
も
見
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
健
康
侵
害
を
認
め
る
た
め
に
は
、
精
神
的
作
用
に
よ
り
強
い
動
揺
が
惹
き
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
の
で
は
足
り
な
い
。
こ
の

場
合
に
つ
い
て
は
、「
新
た
に
作
ら
れ
た
二
二
三
条
二
項
の
適
用
領
域
が
開
か
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
精
神
的
侵
害
の
『
受
け
皿
的
処

罰
の
可
能
性
（Auffangstrafbarkeit
）』
が
生
じ
て
い
）
38
（

る
。」

2　

判
例
の
立
場

―
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
九
日
判
決
を
素
材
と
し
て

　

こ
こ
で
は
、
精
神
的
障
害
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
、
比
較
的
多
く
の
文
献
に
引
用
さ
れ
て
い
る
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
二
年
一
〇

月
九
日
判
）
39
（
決
を
取
り
上
げ
）
40
（
る
。

　
　

⑴　

事
案
の
概
要

　

被
告
人
ら
（
合
計
一
一
名
）
は
、
デ
ィ
ス
コ
の
外
国
人
客
と
の
争
い
の
後
、
彼
ら
を
探
し
て
捕
ま
え
よ
う
と
決
心
し
た
。
そ
の
際
、
暴

力
が
行
使
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
人
が
負
傷
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
皆
が
認
識
し
て
い
た
。

　

被
告
人
は
、
三
台
の
自
動
車
で
走
行
中
、
帰
宅
途
中
に
あ
っ
た
Ｂ
、
Ｋ
及
び
Ｇ
の
計
三
名
を
発
見
し
た
。
自
動
車
の
運
転
手
は
、
当
該

Ｂ
ら
の
横
に
車
を
急
停
車
さ
せ
た
。
被
告
人
の
う
ち
の
一
部
の
者
は
、
大
き
な
声
で
叫
び
な
が
ら
車
か
ら
降
り
、
Ｂ
ら
に
向
か
っ
て
突
進

し
た
。
Ｂ
ら
は
、
被
告
人
の
う
ち
の
一
部
の
者
が
、
い
わ
ゆ
る
ボ
ン
バ
ー
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
ジ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ー
ズ
（Springerstiefeln

）
を
装

着
し
て
い
る
の
を
見
て
、
逃
走
し
た
。
被
告
人
ら
は
、
再
び
自
動
車
に
乗
り
逃
走
者
の
追
跡
を
続
け
た
。
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
〇
〇
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メ
ー
ト
ル
行
っ
た
と
こ
ろ
で
逃
走
者
を
追
い
越
し
、
逃
走
経
路
を
塞
ぐ
た
め
に
、
そ
の
前
で
自
動
車
を
停
車
さ
せ
た
。

　

三
名
の
被
害
者
は
、
数
名
の
被
告
人
が
再
び
車
か
ら
飛
び
出
し
て
駆
け
寄
っ
て
く
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
、
恐
怖
の
た
め
パ
ニ
ッ
ク

と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
方
向
に
走
り
出
し
た
。
被
告
人
は
手
分
け
を
し
、
二
名
の
被
告
人
が
Ｋ
と
Ｇ
を
追
っ
て
い
る
間
に
、
Ｂ
の

背
後
に
は
三
名
の
被
告
人
が
走
り
寄
っ
た
。
Ｂ
は
、
追
い
つ
か
れ
た
と
き
に
数
回
足
蹴
に
さ
れ
、
停
車
中
の
自
動
車
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き

に
頭
部
を
負
傷
し
出
血
し
た
。
ま
た
、
Ｂ
に
向
か
っ
て
舗
装
の
敷
石
が
投
げ
つ
け
ら
れ
た
が
命
中
し
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
、
三
名
の
被
告

人
は
、
Ｂ
の
追
跡
を
や
め
て
、
自
動
車
に
戻
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
他
の
二
名
の
被
告
人
は
、
Ｋ
及
び
Ｇ
を
見
失
っ
た
か
、
あ
る
い
は
、
距
離
が
離
れ
す
ぎ
た
こ
と
か
ら
、
追
跡
を
や
め

た
。
し
か
し
、
探
す
の
を
諦
め
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
間
に
も
、
Ｋ
と
Ｇ
は
、
背
後
か
ら
追
跡
者
が
追
っ
て
来
て
い
る
も
の
と
思
い
込
ん
で
い
た
。
彼
ら
は
、
自
動
車
の
停
車
位
置
か
ら

約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
距
離
に
あ
る
共
同
住
宅
に
向
か
っ
て
走
っ
た
。
Ｇ
は
住
宅
の
ド
ア
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

死
の
恐
怖
を
感
じ
、
ド
ア
の
下
の
方
に
あ
る
ガ
ラ
ス
を
蹴
破
っ
た
。
そ
の
際
に
、
も
し
く
は
、
そ
れ
に
引
き
続
い
て
中
に
入
ろ
う
と
し
た

際
に
、
彼
は
、
窓
枠
に
残
っ
た
ガ
ラ
ス
で
、
右
足
に
八
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
の
傷
を
負
い
、
動
脈
を
傷
つ
け
た
こ
と
に
よ
り
、

間
も
な
く
死
亡
し
た
。

　

⑵　

判　

旨

　

当
該
判
例
に
お
い
て
精
神
的
障
害
が
問
題
と
な
る
の
は
、
仮
に
被
害
者
Ｇ
が
恐
怖
等
を
感
じ
た
点
が
傷
害
（
健
康
侵
害
）
と
評
価
さ
れ

る
の
で
あ
れ
ば
、
傷
害
致
死
の
未
遂
に
と
ど
ま
ら
ず
、
傷
害
致
死
の
既
遂
が
肯
定
さ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
連

邦
通
常
裁
判
所
の
判
示
内
容
の
う
ち
、
傷
害
概
念
に
関
係
す
る
の
は
、
Ｇ
に
対
す
る
罪
責
を
検
討
す
る
部
分
で
あ
る
。
そ
の
要
旨
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
二
二
三
条
以
下
の
傷
害
罪
に
関
連
す
る
諸
犯
罪
が
既
遂
に
達
し
た
と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
傷
害
結
果
が
必
要
で
あ
る
。
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し
か
し
、（
Ｋ
及
び
）
Ｇ
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
発
生
し
て
い
な
い
。
Ｇ
の
切
り
傷
・
刺
し
傷
に
は
、
被
告
人
の
故
意
が
及
ん
で
い
な
い
。

確
か
に
、
被
告
人
は
、
追
跡
の
際
に
、
被
害
者
が
不
安
状
態
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
当
然
に
認
識
し
て
い
た
。
し

か
し
な
が
ら
、「
そ
の
よ
う
な
純
粋
に
精
神
的
な
感
覚
は
、
二
二
三
条
の
意
味
に
お
け
る
傷
害
を
基
礎
づ
け
る
の
に
十
分
で
は
な
い
」。
こ

れ
は
、
二
二
五
条
三
項
二
号
が
、
身
体
の
発
育
に
対
す
る
著
し
い
侵
害
の
危
険
と
精
神
の
発
育
に
対
す
る
そ
れ
と
を
明
確
に
区
別
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
傷
害
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
精
神
的
作
用
が
、「
病
理
学
的
な
・
身
体
的
に
客
観
化
可
能
な
状
態
」
に
ま
で
侵
害
し
た

場
合
で
あ
る
。

　

ま
た
、
同
判
決
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（posttraum

atische Belastungsstörungen

）
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
言
及
を
し
て
い
）
41
（

る
。

　

す
な
わ
ち
、
地
方
裁
判
所
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
も
病
理
学
的
な
・
身
体
的
に
客
観
化
可
能
な
状
態
を
基
礎
づ
け
得
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題

を
顧
慮
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
障
害
を
明
確
に
認
定
し
て
い
な
い
し
、
判
決
理
由
全
体
か
ら
も
そ
れ
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

㈡　

傷
害
概
念
に
精
神
的
内
容
を
含
め
る
見
解

　

本
節
で
は
、
傷
害
罪
の
保
護
法
益
な
い
し
傷
害
概
念
に
精
神
的
内
容
を
含
め
る
見
解
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
概
観
す
る
。

1　

W
olfslast

の
見
解

　

多
く
の
文
献
に
お
い
て
代
表
的
な
見
解
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、W

olfslast

の
見
解
で
あ
）
42
（

る
。

　

W
olfslast

は
、「
精
神
的
侵
害
あ
る
い
は
精
神
的
障
害
は
、
そ
れ
が
身
体
的
に
結
果
を
生
じ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
健
康
侵
害

で
あ
り
得
る
」
と
主
張
し
て
い
）
43
（

る
。
こ
の
見
解
の
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
、W

olfslast

は
、
通
説
的
見
解
や
判
例
は
、「
単
な
る
精
神
的
侵
害
」
で
は
二
二
三
条
を
適
用
す
る
の
に
十
分
で
は
な
い
と
制
限

的
な
解
釈
を
行
っ
て
い
る
が
、
理
由
を
示
し
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
自
ら
考
察
を
進
め
て
、
第
一
に
、

精
神
的
・
非
体
因
的
な
疾
病
の
軽
視
、
あ
る
い
は
、
精
神
的
疾
病
の
実
態
及
び
影
響
に
つ
い
て
の
知
識
の
欠
如
、
第
二
に
、
犯
罪
構
成
要
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件
の
過
度
の
拡
張
の
懸
念
、
が
通
説
的
見
解
及
び
判
例
を
支
え
る
理
由
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
）
44
（
る
。

　

第
一
の
理
由
に
対
し
て
、W

olfslast

は
、
評
価
に
争
い
の
あ
る
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
つ
い
て
、
診
断
可
能
な
症
状
で
あ
り
、
疾
病
保
険
に

お
い
て
も
疾
病
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
等
と
し
て
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
も
ま
た
疾
患
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
）
45
（
る
。

　

ま
た
、
第
二
の
理
由
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、
精
神
的
健
康
侵
害
は
、
身
体
的
健
康
侵
害
と
同
様
に
認
定
さ
れ
る
し
、
正
確
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
悲
し
み

や
一
時
的
な
不
機
嫌
、
驚
愕
の
よ
う
な
「
単
な
る
精
神
的
侵
害
」
は
、
疾
病
相
当
の
精
神
的
侵
害
と
区
別
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
身
体
的

虐
待
の
場
合
の
よ
う
に
、
健
康
侵
害
に
お
い
て
も
、
侵
害
が
些
細
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
程
度
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
区
別
を
行
う
限
り
、
些
細
で
と
る
に
足
ら
な
い
、
日
常
的
な
精
神
的
侵
害
が
健
康
侵
害
か
ら
排
除
さ
れ
、
二
二
三
条
の
構
成

要
件
の
拡
張
の
懸
念
は
当
た
ら
な
い
。
そ
し
て
、
精
神
的
障
害
を
傷
害
概
念
に
含
め
れ
ば
、
精
神
的
侵
害
を
軽
視
す
る
こ
と
に
も
な
ら

な
）
46
（
い
。

　

更
に
、W

olfslast

は
、
自
ら
の
主
張
を
基
礎
づ
け
る
論
拠
と
し
て
、
精
神
と
い
う
法
益
は
、
理
解
が
困
難
な
性
格
の
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
因
果
関
係
の
証
明
、
す
な
わ
ち
精
神
に
対
す
る
侵
害
が
注
意
義
務
に
違
反
し
た
行
為
の
結
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
証
明
が
難

し
く
、
し
た
が
っ
て
、
精
神
的
侵
害
に
対
す
る
二
二
三
条
の
過
度
の
適
用
は
生
じ
な
い
旨
主
張
し
て
い
）
47
（

る
。

2　

W
elzel

の
見
解
等

　

こ
こ
で
は
、W
olfslast

以
外
に
、
精
神
的
内
容
を
傷
害
概
念
に
含
め
る
べ
き
旨
主
張
す
る
見
解
を
概
観
す
る
。

　

W
elzel

は
、「
健
康
侵
害
と
は
、
異
常
な
身
体
的
、
精
神
的
状
態
を
惹
き
起
こ
す
こ
と
、
あ
る
い
は
増
強
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、「
気

絶
あ
る
い
は
酩
酊
（
い
ず
れ
の
場
合
も
、
些
細
な
程
度
の
も
の
は
除
外
）
の
よ
う
な
一
時
的
な
性
格
の
も
の
、
更
に
は
疾
病
に
感
染
さ
せ
る
こ

と
」
は
健
康
侵
害
に
該
当
す
る
と
し
、「
純
粋
に
精
神
的
な
疾
病
（
う
つ
状
態
）」
つ
い
て
も
、
健
康
侵
害
で
あ
る
と
し
て
い
）
48
（

る
。

　

Blei

は
、「
人
体
は
、
身
体
的
―
精
神
的
な
組
織
体
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
精
神
的
疾
病
を
惹
起
す
る
こ
と
は
、
身
体
的
な
罹
病
と
結
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び
つ
い
て
い
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
、
身
体
的
な
罹
病
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
は
無
関
係
に
健
康
侵
害
で
あ
る
」
と
主
張

す
）
49
（

る
。

　

こ
の
ほ
か
、Eser

及
びSternberg-Lieben

は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
二
二
三
条
以
下
の
傷
害
罪
関
連
規
定
の
保
護
法
益
に
つ
い
て
、
当
初
は
、
侵
害
範
囲
に
関
し
て
、
生
理
学
的
な
も

の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
心
理
学
的
な
も
の
も
ま
た
理
解
し
得
る
し
、
と
り
わ
け
、
身
体
と
精
神
と
の
間
に
は
、
多
種
多
様
な
、
個
々

の
事
案
に
お
い
て
境
界
線
を
引
く
こ
と
が
困
難
な
相
互
作
用
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
通
説
は
、
な
お
法
益
を
一
面
的
に
身

体
的
に
理
解
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
）
50
（

る
。

　

そ
し
て
、
健
康
侵
害
と
の
関
係
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
明
ら
か
に
「
身
体
的
」
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
虐
待
と
は
異
な
り
、
健
康
侵
害
は
身
体
的
状
態
の
侵
害
に
制
限
さ
れ
な
い
。

む
し
ろ
、
精
神
的
病
理
学
的
障
害
の
惹
起
又
は
悪
化
も
ま
た
健
康
侵
害
で
あ
り
得
る
。
た
だ
し
、
そ
の
際
に
は
、
精
神
状
態
の
障
害
が
医

学
的
に
重
要
な
疾
病
に
相
当
す
る
性
質
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
51
（

い
。

　

ま
た
、Joecks

は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
保
護
法
益
に
関
し
て
、
生
理
学
的
な
侵
害
と
心
理
学
的
な
侵
害
と
の
間
に
は
、
境
界
線
を
引
く
こ
と
が
困
難
な
相

互
作
用
が
存
在
し
、
そ
の
た
め
、
法
益
を
一
面
的
に
身
体
的
に
理
解
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
に
つ
い
て
は
、
疑
わ

し
く
な
っ
て
い
）
52
（

る
。

　

そ
し
て
、
健
康
侵
害
と
の
関
係
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
加
害
者
の
行
為
に
よ
り
、
医
学
的
意
味
に
お
け
る
「
疾
病
」
が
惹
き
起
こ
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
が
単
に
些
細
で
あ
る
と
は

い
え
な
い
程
度
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
健
康
侵
害
が
存
在
す
る
。
健
康
侵
害
は
、
精
神
的
な
病
気
に
も
関
係
し
得
）
53
（

る
。
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四　

若
干
の
検
討

　

本
章
で
は
、
前
章
ま
で
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
先
に
見
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
通
説
的
見
解
の
論
拠
やW

olfslast

等
の
見
解
の
内
容
を

確
認
・
検
討
し
、
ま
た
、
両
見
解
で
結
論
的
に
ど
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

㈠　

通
説
的
見
解
の
論
拠
等
に
つ
い
て

1　

上
位
概
念
と
し
て
の
「
身
体
傷
害
」

　

通
説
的
見
解
の
論
拠
に
つ
い
て
は
、
そ
の
主
張
者
に
よ
り
、
二
二
三
条
の
タ
イ
ト
ル
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
健
康
侵
害
概
念
は
、

上
位
概
念
で
あ
る
「Körperverletzug
」
の
も
と
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容
は
身
体
的
な
内
容
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
と
の
理
解
が
示
さ
れ
て
い
）
54
（

る
。
ま
た
、
ほ
か
に
も
、「Körperverletzug

」
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
歴
史
的
・
沿
革
的
に
、

身
体
的
内
容
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
と
の
説
明
が
見
ら
れ
）
55
（

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
上
位
概
念
は
当
然
に
措
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
仮
に
措
定
す
る
と
し

て
も
、
そ
の
内
容
が
当
然
に
身
体
的
内
容
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
に
お
い
て
、

傷
害
罪
は
八
三
条
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
同
条
に
は
、
ド
イ
ツ
と
同
様
に
、「Körperverletzug

」
の
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
に
お
け
る
「
健
康
侵
害
」
に
関
し
て
は
、
同
刑
法
の
草
案
理
由
）
56
（

書
や
通
説
的
見
解
、
最
高
裁
（
Ｏ
Ｇ
Ｈ
）
は
、

人
の
精
神
的
健
康
の
侵
害
が
問
題
と
な
り
得
る
こ
と
を
正
面
か
ら
認
め
て
い
）
57
（
る
。

2　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
傷
害
概
念
の
歴
史
的
・
沿
革
的
理
解

　

そ
う
す
る
と
、
ド
イ
ツ
刑
法
に
お
け
る
通
説
的
見
解
を
実
質
的
に
支
え
る
の
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
傷
害
概
念
の
歴
史
的
・
沿
革
的
理
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解
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
）
58
（
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
傷
害
罪
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
見
ら
れ
）
59
（

る
。

　

す
な
わ
ち
、
傷
害
概
念
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
思
考
系
統
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
ロ
ー
マ
法
的
・
普
遍
的
・
主
観
的
な
考
察

方
法
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
ド
イ
ツ
法
的
・
客
観
的
・
カ
ズ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
考
え
方
で
あ
）
60
（
る
。

　

ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
は
、
包
括
的
な
も
の
と
し
て
も
、
個
別
的
な
も
の
と
し
て
も
、
傷
害
罪
の
規
定
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
故
意
に
よ

る
身
体
的
・
精
神
的
虐
待
は
、
基
本
的
に
「injuria

」
概
念
に
包
摂
さ
れ
て
お
り
、
概
念
的
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
既
に
行
動
に
よ
る
侮
辱

（Realininjuria

）
と
の
区
別
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
刑
法
は
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
従
っ
た
の
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
法
圏
で
は

傷
害
罪
に
つ
い
て
細
部
ま
で
客
観
的
・
身
体
的
な
考
え
方
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
精
神
的
損
害
は
、
認
定
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
身
体
的
損
害
と
同
様
に
考
慮
の
外
に
置
か
れ
た
の
で
あ
）
61
（

る
。

　

身
体
的
虐
待
と
健
康
侵
害
と
が
分
け
ら
れ
、
今
日
ま
で
基
本
的
な
形
式
と
し
て
通
用
し
て
い
る
「
他
人
の
身
体
を
傷
害
し
た
者 

は
…
…
」
と
い
う
規
定
形
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
一
八
一
三
年
の
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
も
な

お
、
精
神
的
安
定
の
侵
害
は
、
そ
れ
が
名
誉
を
毀
損
す
る
等
の
場
合
を
除
い
て
は
、
刑
罰
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
）
62
（
た
。

　

そ
の
後
、
一
九
三
三
年
の
刑
法
改
正
に
お
い
て
、
新
た
に
保
護
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
者
に
対
す
る
傷
害
に
関
す
る
二
二
三
条
ｂ
（
一
九
九

八
年
の
第
六
次
刑
法
改
正
法
以
降
は
二
二
五
条
と
な
る
。）
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
傷
害
罪
に
お
け
る
物
質
主
義
的
な
構
造

は
変
容
を
受
）
63
（
け
、
現
在
の
「
精
神
身
体
的
疾
病
概
念
（psychosom

atischer Krankheitsbegriff

）」
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
）
64
（
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
説
明
に
よ
っ
て
も
、
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
身
体
的
な
内
容
に
限
定
す
る
傷
害
概
念
が
形
成
さ
れ
た
の

か
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
当
該
説
明
中
で
は
、
行
動
に
よ
る
侮
辱
と
の
区
別
な
い
し
概
念
整
理
の
要
請
が
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う
に

思
わ
）
65
（

れ
、
こ
の
要
請
が
通
説
的
見
解
で
あ
る
身
体
的
内
容
に
限
定
す
る
傷
害
概
念
の
形
成
に
と
っ
て
一
つ
の
理
由
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

る
も
の
と
考
え
）
66
（

る
。
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3　

傷
害
罪
に
お
け
る
未
遂
犯
処
罰
規
定
の
存
在

　

通
説
的
見
解
の
論
拠
に
関
し
て
は
、
精
神
的
障
害
が
健
康
侵
害
に
該
当
す
る
か
を
論
じ
る
文
脈
で
、
傷
害
罪
に
未
遂
犯
処
罰
規
定
が
あ

る
こ
と
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
未
遂
犯
の
処
罰
規
定
が
、
他
人
に
精
神
的
作
用
を
及
ぼ
し
た
に
と
ど
ま
り
、
身
体
的
な
症
状

を
生
じ
な
か
っ
た
場
合
の
可
罰
性
を
基
礎
づ
け
る
「
受
け
皿
」
と
な
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
）
67
（
る
。
こ
の
よ
う
な
処
罰
範
囲
に
関
す
る

考
慮
も
通
説
的
見
解
の
論
拠
な
の
か
に
つ
い
て
、
念
の
た
め
検
討
す
る
。

　

日
本
刑
法
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
刑
法
と
は
異
な
り
、
傷
害
罪
に
未
遂
犯
の
処
罰
規
定
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
他
人
に
対
し
て
ス
ト

レ
ス
を
与
え
た
等
単
に
精
神
的
作
用
を
及
ぼ
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
場
合
に
は
、
基
本
的
に
は
不
可
罰
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
場
合
に

よ
っ
て
は
、
名
誉
棄
損
罪
や
侮
辱
罪
、
脅
迫
罪
等
が
成
立
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。）。
そ
う
す
る
と
、
傷
害
概
念
に
精
神
的
障
害
を
含
め
た
場
合

の
可
罰
的
範
囲
の
拡
張
に
対
す
る
懸
念
は
、
日
本
よ
り
ド
イ
ツ
の
方
が
強
く
、
こ
の
こ
と
が
ド
イ
ツ
に
お
け
る
通
説
的
見
解
を
（
裏
か
ら
、

あ
る
い
は
、
間
接
的
に
）
支
え
て
い
る
と
の
理
解
は
あ
り
得
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
で
は
、
故
意
犯
に
つ
い
て
は
未
遂
を
処
罰
す
る
旨
の
総
則
規
定
が
あ
り
、
故

意
の
傷
害
罪
を
規
定
す
る
八
三
条
に
つ
い
て
も
、
理
論
的
に
は
未
遂
犯
の
成
否
が
問
題
と
な
る
）
68
（
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
精
神
的
障
害

も
健
康
侵
害
に
該
当
し
得
る
と
の
理
解
が
通
説
的
見
解
及
び
判
例
の
立
場
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
に
反
対
す
る
見
解
も
、
未
遂
犯
の
成
立

可
能
性
に
つ
い
て
は
論
拠
と
し
て
（
明
示
的
に
は
）
挙
げ
て
い
な
）
69
（

い
。

　

ま
た
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
身
体
的
・
客
観
的
な
傷
害
概
念
と
の
関
係
で
は
、
傷
害
罪
に
未
遂
犯

処
罰
規
定
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
一
九
九
八
年
の
第
六
次
刑
法
改
正
法
に
お
い
て
で
あ
）
70
（

り
、
傷
害
概
念
の
形
成
は
そ
れ
以
前
の
こ
と
で 

あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
未
遂
犯
処
罰
規
定
の
存
在
が
通
説
的
見
解
を
支
え
る
本
質
的
な
要
素
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
も
の
と
考
え
る
。
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4　

二
二
六
条
一
項
三
号
の
「
精
神
病
若
し
く
は
障
害
」
と
の
関
係

　

な
お
、
傷
害
概
念
に
つ
い
て
通
説
的
見
解
の
理
解
を
前
提
と
し
た
場
合
に
は
、
二
二
六
条
一
項
三
号
に
お
い
て
重
い
傷
害
結
果
の
一
つ

と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
「
精
神
病
若
し
く
は
障
害
（geistige Krankheit oder Behind

）
71
（

erung

）」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か

が
問
題
と
な
り
得
）
72
（
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
同
号
の
「
精
神
病
若
し
く
は
障
害
」
に
つ
い
て
も
「
二
二
三
条
の
意
味
に
お
け
る
」
す
な
わ
ち
、
身
体
的
な
基

礎
が
認
め
ら
れ
る
精
神
的
健
康
の
侵
害
が
問
題
と
な
る
旨
の
説
明
が
見
ら
れ
）
73
（
る
。
ま
た
、
身
体
的
な
原
因
を
持
た
な
い
純
粋
な
精
神
的
障

害
は
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
と
も
説
明
さ
れ
て
お
）
74
（

り
、
同
号
は
、
身
体
的
な
傷
害
概
念
な
い
し
身
体
的
疾
病
概
念
よ
り
も
広
い
内
容
を
規
定

す
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
）
75
（
る
。

㈡　

W
olfslast

等
の
見
解
に
お
け
る
「
限
定
手
段
」
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
は
、
代
表
的
論
者
と
さ
れ
るW

olfslast

の
見
解
を
中
心
に
検
討
す
る
。

　

こ
の
見
解
は
、
通
説
は
精
神
的
障
害
を
軽
視
し
て
い
る
と
批
判
し
、
傷
害
概
念
に
精
神
的
障
害
を
含
め
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。
他

方
で
、
疾
病
相
当
で
あ
る
こ
と
を
要
求
）
76
（

し
、
健
康
侵
害
に
つ
い
て
は
些
細
と
は
い
え
な
い
程
度
で
あ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
と
相
俟
っ
て
、

不
機
嫌
や
驚
愕
と
い
っ
た
、
取
る
に
足
ら
な
い
、
日
常
的
な
精
神
的
侵
害
は
健
康
侵
害
か
ら
排
除
さ
れ
る
た
め
、
二
二
三
条
の
適
用
範
囲

は
限
定
さ
れ
る
旨
主
張
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
医
学
的
意
味
に
お
け
る
疾
病
と
認
め
ら
れ
る
精
神
的
障
害
を
傷
害
概
念
に
包
摂
す
）
77
（

る
、
現
行
の
一
九
七
四
年

オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
に
関
す
る
一
九
七
一
年
政
府
草
案
の
理
由
書
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
内
容
と
同
旨
で
あ
）
78
（
り
、
現
在
の
オ
ー
ス
ト
リ

ア
刑
法
の
通
説
的
見
解
及
び
最
高
裁
（
Ｏ
Ｇ
Ｈ
）
も
同
様
の
見
解
で
あ
）
79
（

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
通
説
的
見
解
及
び
判
例
に
反
対
す
る
見
解
か
ら
は
、
疾
病
相
当
の
状
態
と
い
う
基
準
と
程
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度
に
よ
る
限
定
で
は
、
処
罰
範
囲
の
十
分
な
限
定
と
は
な
ら
な
い
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
）
80
（
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、W

olfslast

は
、
精
神
と
い
う
法
益
は
、
理
解
困
難
な
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
因
果
関
係
の
立

証
が
難
し
い
場
合
が
あ
る
こ
と
が
、
処
罰
範
囲
の
拡
張
可
能
性
に
対
す
る
一
つ
の
歯
止
め
と
な
る
旨
主
張
し
て
い
る
。

　

確
か
に
、
精
神
的
障
害
に
つ
い
て
因
果
関
係
の
証
明
が
難
し
い
と
す
る
指
摘
は
、
日
本
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
）
81
（
る
。
し
か

し
、
は
た
し
て
、「
精
神
的
侵
害
は
因
果
関
係
の
証
明
が
困
難
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
時
問
題
と
な
っ
て
い
る
Ｐ
Ｔ

Ｓ
Ｄ
の
よ
う
な
医
学
的
な
診
断
基
準
に
よ
り
認
定
さ
れ
る
症
状
が
被
害
者
等
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
傷
害
罪
・
各
種
致
傷
罪

の
適
用
可
能
性
を
十
分
に
限
界
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

㈢　

結
論
的
な
差
異
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
通
説
的
見
解
及
び
判
例
は
、
被
害
者
が
精
神
的
障
害
を
発
症
し
た
場
合
に
つ
い
て
、

傷
害
罪
の
成
立
を
一
切
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
事
案
に
お
け
る
被
害
者
に
、
病
理
学
的
に
・
身
体
的
に
客
観
化
可
能
な
症
状
が
認
め

ら
れ
れ
ば
、
傷
害
に
該
当
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
）
82
（

る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、W
olfslast

等
の
見
解
は
、
精
神
的
侵
害
一
般
に
つ
い
て
も
傷
害
概
念
に
該
当
す
る
可
能
性
は
肯
定
す
る
が
、
被
害

者
に
何
ら
か
の
精
神
的
侵
害
が
あ
れ
ば
、
そ
の
す
べ
て
を
直
ち
に
傷
害
と
し
て
認
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
（
医
学
的
意
味
に
お
け
る
）

疾
病
相
当
の
状
態
で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
、
ま
た
、
些
細
と
は
い
え
な
い
程
度
の
侵
害
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
）
83
（
る
。

　

こ
の
よ
う
な
傷
害
概
念
と
精
神
的
障
害
の
議
論
に
お
け
る
見
解
の
対
立
に
つ
い
て
は
、「
刑
法
二
二
三
条
の
傷
害
に
精
神
的
障
害
を
含

め
る
か
と
い
う
抽
象
的
な
議
論
で
は
、
若
干
の
対
立
が
あ
）
84
（
る
」
と
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
で
は
、
傷
害
概
念
に
精
神
的
内
容

を
含
め
る
か
否
か
で
、
結
論
的
に
ど
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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1　

い
わ
ゆ
る
「
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
」
の
評
価

　

ま
ず
、
被
害
者
が
ノ
イ
ロ
ー
）
85
（

ゼ
に
陥
っ
た
場
合
に
つ
い
て
検
討
す
）
86
（

る
。

　

た
と
え
ば
、Lilie

は
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
（
及
び
精
神
病
質
）
に
つ
い
て
「
単
に
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
状
態
に
過
ぎ
な
い
」
と
評
価
し
て
い
）
87
（
る
。

ま
た
、Joecks

は
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
は
「
正
常
の
状
態
か
ら
量
的
に
逸
脱
し
て
い
る
に
過
ぎ
」
ず
、「
疾
病
相
当
と
は
い
え
な
い
精
神
的
侵

害
で
あ
る
」
と
し
て
い
）
88
（

る
。
そ
し
て
、
両
者
と
も
、
結
論
と
し
て
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
は
健
康
侵
害
に
該
当
す
る
よ
う
な
精
神
的
侵
害
と
は
区

別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
主
張
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、W

olfslast

は
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
も
診
断
可
能
な
疾
病
で
あ
り
、
健
康
侵
害
に
該
当
す
る
と
主
張
し
て
い
）
89
（

る
。

　

こ
こ
で
は
、
一
見
す
る
と
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
（
や
精
神
病
質
）
に
つ
い
て
は
、
精
神
的
障
害
を
傷
害
概
念
に
含
め
る
か
ど
う
か
で
結
論
に

具
体
的
に
差
異
が
生
じ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
結
論
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
傷
害
概
念
の
理
解
の
相
違
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
と
は
、
直
ち
に
は
い
え
な
い
可
能
性

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
つ
い
て
、Lilie

は
単
に
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
状
態
と
評
価
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

W
olfslast

は
、
診
断
可
能
で
臨
床
的
な
症
状
を
示
す
精
神
的
又
は
身
体
的
な
健
康
障
害
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
疾
病
の
性
格
を
持
つ
こ

と
に
疑
い
は
な
い
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
先
に
見
た
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
の
傷
害
該
当
性
に
関
す
る
結
論
の
差
異
は
、
傷
害
概
念

の
理
解
の
相
違
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
対
象
（
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
）
に
対
す
る
評
価
の
差
異
に
基
づ
く
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
日
本
に
お
い
て
、
傷
害
罪
の
保
護
法
益
と
し
て
の
健
康
は
、
身
体
的
健
康
を
意
味
す
る
と
主
張
す
る
見
解
は
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
の

傷
害
該
当
性
に
つ
い
て
、「
少
な
く
と
も
、
動
悸
、
呼
吸
困
難
、
胸
部
圧
迫
感
、
め
ま
い
、
吐
き
気
、
発
汗
、
ふ
る
え
、
下
痢
な
ど
の
身

体
的
症
状
が
出
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ら
を
総
合
し
て
傷
害
罪
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
背
後
に
神
経
の
病
的
状
態
が

あ
る
と
い
い
う
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
を
も
傷
害
結
果
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
大
切
な
こ
と
は
、
不
安
感
・
抑
鬱
感
・
恐
怖
感
な
ど
の
精
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神
・
感
情
・
心
理
の
状
態
そ
の
も
の
を
傷
害
結
果
と
解
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
）
90
（
る
。

2　

連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
九
日
判
決
に
お
け
る
Ｇ
の
状
態
の
評
価
等

　

前
述
の
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
九
日
判
決
は
、
Ｇ
が
不
安
状
態
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
っ
た
点
に
つ
い
て
、
身
体
的
傷

害
概
念
に
言
及
し
た
上
で
、
傷
害
結
果
の
発
生
は
認
め
ら
れ
な
い
旨
判
示
し
て
い
る
。

　

確
か
に
、
通
説
的
見
解
及
び
判
例
の
傷
害
概
念
を
身
体
的
内
容
に
限
定
す
る
立
場
に
よ
れ
ば
、
同
時
に
身
体
的
な
症
状
が
認
め
ら
れ
て

い
な
い
当
該
事
案
に
お
け
る
Ｇ
の
不
安
状
態
や
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
つ
い
て
は
、
傷
害
に
は
該
当
し
な
い
と
の
結
論
が
導
か
れ
る
。
こ
の
意

味
に
お
い
て
は
、
前
提
と
す
る
傷
害
概
念
の
理
解
が
事
案
に
お
け
る
具
体
的
な
結
論
に
影
響
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
該
事
案
に
お
け
る
結
論
は
、
傷
害
概
念
を
身
体
的
な
内
容
に
限
定
し
な
け
れ
ば
導
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ

る
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。W

olfslast

等
の
見
解
に
よ
っ
て
も
、
当
該
精
神
的
侵
害
が
、
疾
病
相

当
の
状
態
で
あ
る
か
否
か
の
検
討
は
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
些
細
と
は
い
え
な
い
程
度
で
あ
る
こ
と
も
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
事
案

に
お
け
る
Ｇ
の
恐
怖
感
や
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
つ
い
て
は
、
疾
病
と
は
い
え
な
い
等
と
し
て
、
傷
害
結
果
は
発
生
し
て
い
な
い
と
評
価
す
る

こ
と
は
十
分
に
あ
り
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
）
91
（
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
日
本
に
お
い
て
既
に
見
ら
れ
る
指
摘
、
す
な
わ
ち
、「
機
能
其
モ
ノ
ノ
本
来
ノ
作
用
」
と
「
機
能
其
モ
ノ
ニ
対

シ
障
害
ヲ
与
フ
ル
」
こ
と
と
は
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
単
ニ
機
能
其
モ
ノ
ノ
作
用
ヲ
惹
起
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
身
体
傷
害
ナ
リ
ト
為
ス

コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ヲ
以
テ
単
ニ
不
快
嫌
厭
恐
怖
等
ノ
感
覚
ヲ
起
サ
シ
メ
タ
ル
ヲ
以
テ
身
体
傷
害
ナ
リ
ト
為
ス
コ
ト
」
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な

ら
「
此
ノ
如
キ
感
覚
ヲ
起
ス
ハ
精
神
機
能
本
来
ノ
作
用
ニ
シ
テ
未
タ
精
神
機
能
自
体
ニ
対
シ
障
碍
ヲ
与
エ
タ
ル
モ
ノ
ト
解
ス
ル
ヲ
得
サ
レ

ハ
ナ
リ
」
と
の
指
）
92
（
摘
が
想
起
さ
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
事
案
に
お
い
て
Ｇ
が
陥
っ
た
一
時
的
な
不
安
状
態
や
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
つ
い
て
は
、
身
体
的
内
容
に
限
定
す
る
通
説
的

な
傷
害
概
念
に
依
拠
せ
ず
に
、
傷
害
概
念
に
精
神
的
な
内
容
も
含
め
た
場
合
に
は
当
然
に
傷
害
に
該
当
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
傷
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害
概
念
の
理
解
如
何
で
結
論
に
差
が
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。　

3　

精
神
的
障
害
に
お
け
る
身
体
的
症
状
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
限
り
で
は
、
通
説
的
見
解
や
判
例
の
立
場
の
よ
う
に
、
病
理
学
的
な
・
身
体
的
に
客
観
化
可
能
な
症
状
を
要
求

す
る
か
否
か
、
あ
る
い
は
、
身
体
的
な
傷
害
概
念
を
採
用
す
る
か
否
か
で
、
実
際
上
の
結
論
に
差
異
が
生
じ
る
場
面
を
指
摘
す
る
こ
と
は
、

そ
れ
ほ
ど
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
若
干
敷
衍
す
る
と
、
比
較
的
最
近
、
日
本
の
判
例
・
裁
判
例
に
あ
ら
わ
れ
た
精
神
的
障
害
と
し
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
）
93
（
Ｄ
、

適
応
障
）
94
（

害
、
パ
ニ
ッ
ク
障
）
95
（

害
等
が
あ
る
と
こ
ろ
、
多
く
の
事
案
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
つ
い
て
、
最
高
裁
平
成
二
四
年
決
定

は
「
精
神
的
機
能
の
障
害
」
と
評
価
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に
よ
る
『
Ｉ
Ｃ
Ｄ
―
）
96
（
10
』
で
は
、「
通
常
、
過
剰
な
覚
醒
を
伴
う
自
律
神
経
の
過
覚
醒

状
態
、
強
い
驚
愕
反
応
、
お
よ
び
不
眠
が
認
め
ら
れ
る
」
等
と
さ
れ
て
い
）
97
（
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
会
に
よ
る
『
Ｄ
Ｓ
Ｍ
―
Ⅳ
―

Ｔ
）
98
（

Ｒ
』
に
よ
れ
ば
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
診
断
の
た
め
に
は
、
基
準
の
「
Ｄ
」
に
お
い
て
、
①
入
眠
、
ま
た
は
睡
眠
維
持
の
困
難
、
②
い
ら
だ
た

し
さ
ま
た
は
怒
り
の
爆
発
、
③
集
中
困
難
、
④
過
度
の
警
戒
心
、
⑤
過
剰
な
驚
愕
反
応
の
「
二
つ
（
ま
た
は
そ
れ
以
上
）
に
よ
っ
て
示
さ

れ
る
」、「（
心
的
外
傷
以
前
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
）
持
続
的
な
覚
醒
亢
進
症
状
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
）
99
（

る
。
こ
れ
ら
の
諸
症
状
は
、
身

体
的
症
状
と
も
考
え
ら
れ
）
100
（
る
。

　

こ
の
よ
う
に
精
神
的
障
害
に
は
身
体
的
症
状
が
伴
う
（
場
合
が
あ
る
）
と
す
る
と
、
被
害
者
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
よ
う
な
精
神
的
障
害
を
発

症
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
傷
害
罪
・
各
種
致
傷
罪
の
成
否
が
争
わ
れ
る
事
案
で
は
、
傷
害
概
念
を
身
体
的
内
容
に
限
定
す
る
見
解
に
よ

れ
ば
直
ち
に
傷
害
罪
・
各
種
致
傷
罪
の
成
立
が
否
定
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
と
し
て
は
、
被

害
者
が
精
神
的
障
害
を
発
症
し
た
よ
う
な
事
案
に
お
け
る
傷
害
罪
・
各
種
致
傷
罪
の
成
立
可
能
性
な
い
し
処
罰
範
囲
の
拡
張
可
能
性
を
限

定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
傷
害
概
念
に
精
神
的
内
容
を
含
め
る
見
解
に
と
っ
て
も
、
傷
害
概
念
を
身
体
的
な
内
容
に
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限
定
す
る
見
解
に
と
っ
て
も
、
問
題
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

五　

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
ド
イ
ツ
刑
法
に
お
け
る
傷
害
概
念
と
精
神
的
障
害
に
関
す
る
議
論
を
確
認
・
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
稿
は
結
論

的
に
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
通
説
的
見
解
及
び
判
例
が
前
提
と
す
る
病
理
学
的
な
・
身
体
的
に
客
観
化
可
能
な
症
状
を
必
要
と
す
る
身
体
的

な
傷
害
概
念
を
採
用
し
た
と
し
て
も
、
近
時
問
題
と
な
っ
て
い
る
、
犯
罪
被
害
者
等
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
等
の
精
神
的
障
害
を
発
症
し
た
こ
と
に

よ
る
傷
害
罪
・
各
種
致
傷
罪
の
成
立
範
囲
は
（
実
際
上
は
そ
れ
ほ
ど
）
変
わ
ら
ず
、
限
定
の
必
要
性
も
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
手

段
・
方
法
は
別
途
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
傷
害
概
念
と
精
神
的
障
害
と
の
関
係
を
考
察
す
る
際
に
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
問
題
の
一
つ
と
し
て
、
直
接
の
攻
撃
客
体
以
外
の

者
に
精
神
的
障
害
が
生
じ
た
事
案
の
解
決
の
あ
り
方
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
）
101
（
る
。

　

こ
の
問
題
に
比
較
的
類
似
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
と
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
、
精
神
的
障
害
に
つ
い
て
論
じ
る
文
脈
に
お
い
て
、
交
通
事

故
で
近
親
者
が
死
亡
し
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
者
、
あ
る
い
は
、
近
親
者
が
死
亡
し
た
と
い
う
虚
偽
の
情
報
を
知
ら
さ
れ
た
）
102
（
者
が
、
重
大

な
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
健
康
を
害
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
情
報
を
伝
え
た
者
に
傷
害
罪
が
成
立
す
る
か
ど
う
か
が
議
論
さ
れ
て
い
）
103
（

る
。

　

ま
ず
、
虚
偽
の
情
報
を
伝
え
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
健
康
損
害
が
存
在
す
る
と
さ
れ
て
い
）
104
（

る
。

　

次
に
、
情
報
が
真
実
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
も
し
情
報
伝
達
者
に
少
な
く
と
も
未
必
の
故
意
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
傷
害
罪
に

該
当
し
て
し
ま
う
が
、
た
い
て
い
の
場
合
に
は
「
違
法
性
を
阻
却
す
る
推
定
的
同
意
の
法
理
が
効
力
を
発
揮
す
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
）
105
（

る
。

　

以
上
の
議
論
は
、
直
接
的
に
攻
撃
の
客
体
と
な
っ
た
者
以
外
の
者
に
、
身
体
的
あ
る
い
は
精
神
的
な
傷
害
が
生
じ
た
事
案
を
検
討
す
る
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際
の
一
つ
の
素
材
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
1
）  
林
美
月
子
「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
傷
害
」
神
奈
川
法
学
三
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）
二
三
一
頁
以
下
。

（
2
）  
林
幹
人
「
精
神
的
ス
ト
レ
ス
と
傷
害
罪
」
同
『
判
例
刑
法
』（
二
〇
一
一
年
）
二
五
三
頁
以
下
、
三
浦
愛
「
イ
ギ
リ
ス
刑
法
に
お
け
る
精
神
的

障
害
と
嫌
が
ら
せ
に
つ
い
て
」
法
学
研
究
年
誌
（
東
北
学
院
大
学
）（
二
〇
〇
九
年
）
六
三
頁
以
下
。

（
3
）  

拙
稿
「
刑
法
に
お
け
る
傷
害
概
念
と
精
神
的
障
害

―
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
に
お
け
る
議
論
を
中
心
に

―
」
法
学
政
治
学
論
究
九
七
号
（
二

〇
一
三
年
）
一
〇
一
頁
以
下
。

（
4
）  

林
美
月
子
（
前
掲
注
（
1
））
二
二
四
頁
以
下
、
林
幹
人
（
前
掲
注
（
2
））
二
五
一
頁
以
下
。

（
5
）  

林
幹
人
（
前
掲
注
（
2
））
二
五
一
頁
以
下
等
。

（
6
）  

山
口
厚
「
傷
害
の
意
義
」
同
『
新
判
例
か
ら
見
た
刑
法
〔
第
二
版
〕』（
二
〇
〇
八
年
）
一
一
二
頁
、
佐
伯
仁
志
「
身
体
に
対
す
る
罪
」
法
学
教

室
三
五
八
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
二
四
頁
等
。

（
7
）  

精
神
的
障
害
が
理
論
的
に
傷
害
概
念
に
含
ま
れ
る
旨
明
示
す
る
裁
判
例
と
し
て
、
福
岡
高
判
平
成
一
二
年
五
月
九
日
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
〇
五

六
号
二
七
七
頁
）
等
。

（
8
）  O

tto Leukauf / H
erbert Steininger, Kom

m
entar zum

 Strafgesetzbuch, 3. Aufl. 1992, 

§ 83, Rz. 10; M
anfred Burgstaller / 

Ernst Eugen Fabrizy, in: Frank H
öpfel / Eckart Ratz 

（H
rsg.

）, W
iener Kom

m
entar zum

 Strafgesetzbuch, 2. Aufl. 2002, 

§ 83, 
Rz. 9; D

iethelm
 Kienapfel / V

alentin Schroll, Strafrecht, Besonderer Teil I, 3. Aufl. 2012, 

§ 83, Rz. 19 f.

（
9
）  O

G
H
 15. 12. 1998

（JBl 2000. 2/128

＝11 O
s 153, 154/98

）, O
G
H
 23. 9. 2004 （12 O

s 79/04

）.

（
10
）  

吉
井
蒼
生
夫
「
現
行
刑
法
の
制
定
と
そ
の
意
義
」『
近
代
日
本
の
国
家
形
成
と
法
』（
一
九
九
六
年
）
一
八
五
頁
。

（
11
）  

同
草
案
の
二
四
一
条
六
号
で
は
、「
身
体
傷
害
ニ
因
リ
」、「
重
大
ニ
シ
テ
不
治
ナ
ル
精
神
、
身
体
ノ
疾
病
又
ハ
外
観
ノ
不
具
」
を
生
じ
さ
せ
た

場
合
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
内
田
文
昭
ほ
か
編
著
『
刑
法
〔
明
治
四
〇
年
〕（
3
）
―
Ⅰ　

日
本
立
法
資
料
全
集
22
』（
一
九
九
四
年
）
五
五
頁
。

（
12
）  

小
早
川
欣
吾
「
片
山
国
嘉
博
士
の
『
刑
法
改
正
私
考
』」
同
『
続
明
治
法
制
叢
考
』（
一
九
四
四
年
）
一
六
八
頁
。

（
13
）  

既
に
「
司
法
省
明
治
二
八
年
『
刑
法
草
案
』」
及
び
「
司
法
省
明
治
三
〇
年
『
刑
法
草
案
』」
に
お
い
て
、「
明
治
三
四
年
刑
法
改
正
案
」
と
ほ

ぼ
同
様
の
形
式
・
内
容
が
見
ら
れ
る
。
内
田
文
昭
ほ
か
編
著
『
刑
法
〔
明
治
四
〇
年
〕（
2
）
日
本
立
法
資
料
全
集
21
』（
一
九
九
三
年
）
一
七
二
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頁
。

（
14
）  

ド
イ
ツ
刑
法
典
の
条
文
の
邦
訳
に
つ
い
て
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
『
ド
イ
ツ
刑
法
典
』（
法
務
資
料
第
四
三
九
号
）
及
び
法
務

省
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
『
ド
イ
ツ
刑
法
典
』（
法
務
資
料
第
四
六
一
号
）
を
参
照
し
て
い
る
。

（
15
）  H

ans Lilie, in: Burkhard Jähnke / H
einrich W

ilhelm
 Laufhütte / W

alter O
dersky （H

rsg.

）, Leipziger Kom
m
entar zum

 Straf-
gesetzbuch, 11. Aufl. 2000, V

or 

§ 223, Rn. 1. 

　
　
　

な
お
、
立
法
資
料
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
八
年
の
第
六
次
刑
法
改
正
法
に
よ
り
、
二
二
三
条
以
下
の
傷
害
罪
関
連
規
定
が
含
ま
れ
る
第
一
七
章
の

表
題
が
、「Körperverletzung

」
か
ら
「Straftaten gegen die körperliche U

nversehrtheit

」
に
変
更
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
こ
と
を
強
調
す

る
趣
旨
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。BT-D

rucks. 13/8587 S. 35.

（
16
）  

ド
イ
ツ
刑
法
二
二
三
条
に
つ
い
て
は
、「
暴
行
罪
を
も
含
め
て
一
つ
の
構
成
要
件
に
し
た
も
の
」
と
の
評
価
が
見
ら
れ
る
。
団
藤
重
光
『
刑
法

綱
要
各
論
〔
第
三
版
〕』（
一
九
九
〇
年
）
四
一
一
頁
注
（
四
）。
し
か
し
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、H

ans Joachim
 H
irsch, Problem

e der 
Körperverletzungsdelikte nach deutschem

 und japanischem
 Strafrecht im

 V
ergleich, in: Recht in O

st und W
est: Festschrift 

zum
 30-jährigen Jubiläum

 des Instituts für Rechtsvergleichung der W
aseda U

niversität, 1998, S. 854 f. 

も
参
照
。

（
17
）  

こ
の
ほ
か
、
二
〇
一
三
年
に
二
二
六
条
ａ
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
三
〇
章　

公
職
に
お
け
る
犯
罪
行
為
（Straftaten im

 Am
t

）」
中

に
あ
る
三
四
〇
条
は
、「
公
務
に
お
け
る
傷
害
（Körperverletzung im

 Am
t

）」
と
し
て
「
公
務
担
当
者
が
、
そ
の
職
務
執
行
中
に
又
は
そ
の

職
務
に
関
連
し
て
、
傷
害
を
行
い
又
は
行
わ
せ
た
と
き
」
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
同
条
一
項
）。
そ
し
て
、
同
条
三
項
は
、
二
二
四
条
か
ら

二
二
九
条
を
準
用
し
て
い
る
。

（
18
）  Lilie

（
前
掲
注
（
15
））V

or 

§ 223, Rn. 8; H
ans Joachim

 H
irsch, in: Burkhard Jähnke / H

einrich W
ilhelm

 Laufhütte / W
alter 

O
dersky （H

rsg.

）, Leipziger Kom
m
entar zum

 Strafgesetzbuch, 11. Aufl. 2000, 

§ 225, Rn. 1, 12.

（
19
）  Lilie

（
前
掲
注
（
15
））
§ 223, Rn. 1.

（
20
）  Lilie

（
前
掲
注
（
15
））
§ 223, Rn. 6.

（
21
）  Rudolf Rengier, Strafrecht, Besonderer Teil II, 13. Aufl. 2012, S. 102.

（
22
）  Rengier

（
前
掲
注
（
21
））S. 102.

（
23
）  Lilie

（
前
掲
注
（
15
））
§ 223, Rn. 6. 

同
じ
く
「
身
体
的
機
能
」
に
限
定
し
て
定
義
す
る
も
の
と
し
て
、Karl Lackner / Kristian Kühl, 

Strafgesetzbuch, Kom
m
entar, 27. Aufl. 2011, 

§ 223, Rn. 5.

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
見
解
が
健
康
侵
害
に
つ
い
て
「
身
体
的
機
能
」
に
限
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定
し
て
定
義
し
て
い
る
の
は
、
精
神
的
障
害
を
傷
害
概
念
に
含
め
な
い
立
場
を
先
取
り
し
て
い
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
と
は
異
な
り
、

健
康
侵
害
の
定
義
に
身
体
的
機
能
の
み
な
ら
ず
精
神
的
機
能
を
も
含
め
て
い
る
見
解
（W

olfgang Joecks, in: W
olfgang Joecks / Klaus 

M
iebach  （H

rsg.

）, M
ünchener Kom

m
entar zum

 Strafgesetzbuch, 2. Aufl. 2012, 

§ 223, Rn. 28

）
や
、
定
義
で
は
身
体
的
や
精
神
的

と
い
っ
た
言
葉
を
使
用
し
な
い
見
解
（Albin Eser / D

etlev Sternberg-Lieben, in: Adolf Schönke / H
orst Schröder, Strafgesetzbuch, 

Kom
m
entar, 28. Aufl. 2010, 

§ 223, Rn. 5; Thom
as Fischer, Strafgesetzbuch und N

ebengesetze, 60. Aufl. 2013, 

§ 223, Rn. 8

）

も
見
ら
れ
る
。

（
24
）  Lackner / Kühl

（
前
掲
注
（
23
）） 

§ 223, Rn. 5; Fischer （
前
掲
注
（
23
））
§ 223, Rn. 8.

（
25
）  H

ans-U
llrich Paeffgen, in: U

rs Kindhäuser / U
lfrid N

eum
ann / H

ans-U
llrich Paeffgen 

（H
rsg.

）, N
om
os Kom

m
entar zum

 
Strafgesetzbuch, Band 2, 4. Aufl. 2013, 

§ 223, Rn. 14.

（
26
）  Paeffgen

（
前
掲
注
（
25
））
§ 223, Rn. 16; Eckhard H

orn / G
ereon W

olters, in: System
atischer Kom

m
entar zum

 Strafgesetz-
buch, 7. Aufl. 2003, 

§ 223, Rn. 18.

（
27
）  Rengier

（
前
掲
注
（
21
））S. 103.

（
28
）  Lilie

（
前
掲
注
（
15
））
§ 223, Rn. 8.

（
29
）  

こ
の
場
合
は
侮
辱
罪
の
成
否
が
問
題
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。Lilie

（
前
掲
注
（
15
））
§ 223, Rn. 8.

（
30
）  BG

H
 N
StZ 2000, 25. 

こ
の
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
九
九
年
九
月
一
五
日
決
定
は
、
被
害
女
性
が
、
一
九
九
五
年
か
ら
一
九
九
八
年
ま
で
の

間
、
つ
き
ま
と
い
や
脅
し
の
被
害
を
受
け
た
と
い
う
事
案
に
関
す
る
判
断
で
あ
る
。

（
31
）  Lilie

（
前
掲
注
（
15
））
§ 223, Rn. 15.

（
32
）  Lilie

（
前
掲
注
（
15
））
§ 223, Rn. 15.

（
33
）  Lackner / Kühl

（
前
掲
注
（
23
））
§ 223, Rn. 5.

（
34
）  Fischer

（
前
掲
注
（
23
））
§ 223, Rn. 12.

（
35
）  Paeffgen

（
前
掲
注
（
25
））
§ 223, Rn. 15.

（
36
）  Brigitte Tag, D

er Körperverletzungstatbestand im
 Spannungsfeld zw

ischen Patientenautonom
ie und Lex artis, 2000, S. 92. 

は
、

将
来
的
に
、
精
神
を
二
二
三
条
及
び
二
二
九
条
が
保
護
す
る
領
域
に
取
り
入
れ
る
可
能
性
を
示
唆
し
つ
つ
も
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
同
条
の
基

礎
に
あ
る
健
康
に
つ
い
て
の
歴
史
的
理
解
、
目
的
論
的
理
解
が
そ
の
よ
う
に
拡
張
す
る
こ
と
の
障
害
と
な
り
、
純
粋
に
精
神
的
な
動
揺
は
捕
捉
さ
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れ
な
い
、
と
す
る
。

（
37
）  Lilie

（
前
掲
注
（
15
））
§ 223, Rn. 15.

（
38
）  Lilie

（
前
掲
注
（
15
））
§ 223, Rn. 15.

（
39
）  BG

H
St 48, 34

（
＝BG

H
 N
StZ 2003, 149

）.
（
40
）  
こ
れ
以
外
に
、
精
神
的
侵
害
な
い
し
精
神
的
障
害
の
議
論
に
お
い
て
参
照
さ
れ
る
事
案
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
　
　

BG
H
 N
JW
 1996, 1068 

は
、
電
話
に
出
た
女
性
に
対
し
て
、
娘
を
誘
拐
す
る
等
の
噓
を
言
っ
て
、
性
的
行
為
を
強
い
た
事
案
で
あ
る
。
八

件
の
被
害
者
に
認
め
ら
れ
た
症
状
、
す
な
わ
ち
、
精
神
―
自
律
神
経
的
な
障
害
（
発
作
的
に
泣
い
て
し
ま
う
こ
と
、
極
度
の
不
安
状
態
、
睡
眠
障

害
）、
全
身
の
震
え
、
神
経
が
参
る
寸
前
の
状
態
と
な
る
こ
と
、
呼
吸
困
難
、
幾
夜
に
も
わ
た
る
不
眠
、
電
話
が
鳴
る
と
悪
夢
に
う
な
さ
れ
る
か

二
〇
分
に
わ
た
り
発
作
的
に
泣
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
二
二
三
条
の
意
味
に
お
け
る
「
健
康
侵
害
」
と
認
め
た
。
ま
た
、
震
え
や
睡
眠
障
害
、
不

安
状
態
も
ま
た
、
些
細
と
は
い
え
な
い
程
度
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
健
康
侵
害
に
属
す
る
と
し
た
。

　
　
　

BG
H
 N
StZ 1997, 123 

は
、
父
親
が
、
二
人
の
娘
が
入
っ
て
い
る
、
お
湯
で
満
た
さ
れ
た
浴
槽
の
中
に
ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
落
と
し
た
こ
と

に
よ
り
、
身
体
的
に
虐
待
し
た
、
あ
る
い
は
、
健
康
を
侵
害
し
た
と
い
え
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
あ
る
。
身
体
的
虐
待
に
つ
い
て
は
、
娘

た
ち
の
下
肢
に
電
流
が
流
れ
た
こ
と
が
そ
れ
に
該
当
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
単
に
ち
く
ち
く
す
る
と
感
じ
た
程
度
で
あ
っ
た
た
め
、
些
細

な
程
度
を
越
え
て
い
な
い
と
し
て
、
否
定
さ
れ
た
。
次
に
、
健
康
侵
害
に
つ
い
て
は
、
こ
の
出
来
事
の
の
ち
父
親
が
怖
く
な
っ
た
こ
と
、
こ
の
出

来
事
は
娘
た
ち
に
と
っ
て
シ
ョ
ッ
ク
な
経
験
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
彼
女
た
ち
に
強
い
精
神
的
動
揺
を
惹
き
起
こ
し
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る

が
、
こ
れ
ら
は
健
康
侵
害
に
は
該
当
し
な
い
と
し
た
。

　
　
　

O
LG
 D
üsseldorf N

JW
 2002, 2118 

は
、
次
の
よ
う
な
事
案
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
被
告
人
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
九
日
の
午
前
〇
時

四
三
分
、
午
前
一
時
一
二
分
、
午
前
一
時
一
五
分
、
同
年
一
一
月
一
二
日
の
午
前
四
時
三
〇
分
、
午
前
四
時
三
二
分
に
、
被
害
者
宅
に
電
話
を
し

た
。
被
害
者
の
家
族
は
、
電
話
が
あ
る
た
び
に
睡
眠
を
妨
害
さ
れ
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
寝
付
け
な
か
っ
た
た
め
、
電
話
の
翌
日
は
、
眠
気
や
疲
労

を
感
じ
、
神
経
質
に
な
っ
た
。
被
害
者
の
症
状
は
、
医
学
的
に
重
要
な
疾
病
相
当
と
は
い
え
な
い
精
神
状
態
の
障
害
で
あ
る
こ
と
、
不
安
定
感
・

眠
気
・
疲
労
感
・
神
経
の
衰
弱
し
た
感
覚
は
、
病
理
学
的
な
・
身
体
に
客
観
化
可
能
な
症
状
と
は
関
係
な
く
、
多
く
の
人
に
生
じ
得
る
も
の
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
地
裁
は
、
電
話
に
よ
る
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
増
加
が
あ
っ
た
こ
と
に
着
目
し
て
い
る
が
、
環
境
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
日
常
的

な
人
間
の
反
応
の
現
象
で
あ
り
、
相
当
程
度
の
健
康
侵
害
が
あ
っ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
こ
と
等
を
理
由
に
、
健
康
侵
害
に
は
該
当
し
な
い
と
し

た
。
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BG
H
 N
StZ 2007, 218 

は
、
被
害
女
性
と
そ
の
同
意
な
く
性
交
し
た
事
案
で
あ
る
。
被
害
を
受
け
た
女
性
は
、
当
該
犯
行
の
ト
ラ
ウ
マ
に
よ

り
、
著
し
い
不
安
状
態
に
苦
し
み
、
特
定
の
状
況
で
は
全
身
が
震
え
、
ま
た
、
悪
夢
に
う
な
さ
れ
て
、
ひ
ど
く
汗
を
か
い
て
目
が
覚
め
る
等
の
症

状
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
健
康
侵
害
に
該
当
す
る
こ
と
は
認
め
な
が
ら
も
、
被
告
人
の
故
意
が
こ
れ
ら
の
侵
害
に
及
ん
で
い
な
い
と
し
て
、
故

意
の
傷
害
罪
の
成
立
を
否
定
し
た
。

（
41
）  
な
お
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
概
念
の
内
容
に
つ
い
て
は
、O

LG
 Koblenz N

JW
-RR 2004, 1318. 

の
参
照
を
指
示
す
る
文
献
が
散
見
さ
れ
る
。
当
該
判

決
は
、
主
に
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｄ
―
10
」
に
依
拠
し
て
お
り
、
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
以
外
に
も
急
性
ス
ト
レ
ス
反
応
や
適
応
障

害
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

（
42
）  G

abriele W
olfslast, Psychotherapie in den G

renzen des Rechts, 1985, S. 3 ff.

（
43
）  W

olfslast

（
前
掲
注
（
42
））S. 19.

（
44
）  W

olfslast

（
前
掲
注
（
42
））S. 19 f.

（
45
）  W

olfslast

（
前
掲
注
（
42
））S. 20.

（
46
）  W

olfslast

（
前
掲
注
（
42
））S. 20 f.

（
47
）  W

olfslast

（
前
掲
注
（
42
））S. 21.

（
48
）  H

ans W
elzel, D

as deutsche Strafrecht, 11. Aufl. 1969, S. 288.

（
49
）  H

erm
ann Blei, Strafrecht II, Besonderer Teil, 11. Aufl. 1978, S. 43.

（
50
）  Eser / Sternberg-Lieben

（
前
掲
注
（
23
））
§ 223, Rn. 1.

（
51
）  Eser / Sternberg-Lieben

（
前
掲
注
（
23
））
§ 223, Rn. 6.

（
52
）  Joecks

（
前
掲
注
（
23
））V

or 

§§ 223 ff., Rn. 4.

（
53
）  Joecks

（
前
掲
注
（
23
））V

or 

§§ 223 ff., Rn. 30.

（
54
）  Lilie

（
前
掲
注
（
15
））
§ 223, Rn. 15.

（
55
）  Joecks

（
前
掲
注
（
23
））Vor 

§§ 223 ff., Rn. 1 ff.; Eser / Sternberg-Lieben

（
前
掲
注
（
23
））
§ 223, Rn. 1.

（
56
）  V

gl. Regierungsvorlage eines Strafgesetzbuches sam
t Erläuterungen, W

ien, 1971. （30 der Beilagen zu den Stenographischen 
Protokollen des N

ationalrates XIII. G
P

） S. 212.

（
57
）  

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
前
掲
注
（
8
）
の
文
献
及
び
前
掲
注
（
9
）
の
判
例
参
照
。
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（
58
）  

た
と
え
ばTag

（
前
掲
注
（
36
））S. 92.

は
、
純
粋
な
精
神
的
侵
害
を
傷
害
概
念
に
含
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た

身
体
的
健
康
概
念
」
か
ら
逸
脱
す
る
と
し
て
い
る
。

（
59
）  Reinhart M

aurach / Friedrich-Christian Schroeder / M
anfred M

aiw
ald, Strafrecht, Besonderer Teil, Teilband I, 9. A

ufl. 
2009, 

§ 8, Rn. 1 ff.; Joecks

（
前
掲
注
（
23
））V

or 

§§ 223 ff., Rn. 1 ff. 

よ
り
詳
し
く
は
、W

olfslast

（
前
掲
注
（
42
））S. 22 ff. 

及
び

Friedrich-Christian Schroeder, Begriff und Rechtsgut der „Körperverletzung

“, in: Thom
as W

eigend / G
eorg Küpper 

（H
rsg.

）, 
Festschrift für H

ans Joachim
 H
irsch zum

 70. G
eburstag am

 11. April 1999, S. 725 ff. 

を
参
照
。
こ
の
ほ
か
、W

ilfried Küper, D
as 

V
erbrechen am

 Seelenleben: Freuerbach und der Fall Kasper H
auser in strafrechtsgeschichtlicher Betrachtung, 1991.

（
60
）  M

aurach / Schroeder / M
aiw
ald

（
前
掲
注
（
59
））
§ 8, Rn. 1.

（
61
）  M

aurach / Schroeder / M
aiw
ald

（
前
掲
注
（
59
））
§ 8, Rn. 2.

（
62
）  M

aurach / Schroeder / M
aiw
ald

（
前
掲
注
（
59
））
§ 8, Rn. 2.

（
63
）  

こ
の
た
め
、「injuria
」
を
め
ぐ
る
古
典
的
な
問
題
で
あ
る
、
身
体
傷
害
と
挙
動
に
よ
る
侮
辱
と
の
区
別
が
改
め
て
問
題
に
な
っ
た
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。M

aurach / Schroeder / M
aiw
ald

（
前
掲
注
（
59
））
§ 8, Rn. 2.

（
64
）  M

aurach / Schroeder / M
aiw
ald
（
前
掲
注
（
59
））
§ 8, Rn. 2.

（
65
）  

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
小
野
清
一
郎
『
刑
法
に
於
け
る
名
誉
の
保
護
〔
増
補
版
〕』（
一
九
七
〇
年
）
一
三
頁
以
下
等
参
照
。

（
66
）  

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
に
お
け
る
傷
害
概
念
の
歴
史
的
・
沿
革
的
議
論
等
も
含
め
て
、
今
後
、
更
な
る
検
討
が
必
要
で
あ

る
。

（
67
）  Lilie

（
前
掲
注
（
15
））
§ 223, Rn.15.

（
68
）  

も
っ
と
も
、
こ
れ
は
理
論
的
に
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い
。Florian M

essner, in: O
tto Triffterer / Christian 

Rosbaud / H
ubert H

interhofer （H
rsg.

）, Salzburger Kom
m
entar zum

 Strafgesetzbuch, 2008, 

§ 83, Rn. 63.

に
よ
れ
ば
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
に
お
い
て
は
、
精
神
的
障
害
に
よ
り
傷
害
罪
（
八
三
条
）
や
過
失
傷
害
罪
（
八
八
条
）
が
適
用
さ
れ
た
事
例
は
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

（
69
）  V

gl. Christian Bertel / Klaus Schw
aighofer, Ö

sterreichisches Strafrecht, Besonderer Teil I, 12. Aufl. 2012, 

§ 83, Rz. 4 f.

（
70
）  BT-D

rucks. 13/8587 S. 36.

（
71
）  

「
障
害
」
の
文
言
は
一
九
九
八
年
の
第
六
次
刑
法
改
正
法
に
よ
り
新
た
に
加
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
趣
旨
は
明
ら
か
で
は
な
い
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と
さ
れ
て
い
る
。Rudolf Rengier, D

ie Reform
 und N

icht-Reform
 der Körperverletzungsdelikte durch das 6. Strafrechtsreform

ge-
setz, ZStW

 1999, S. 17 f.
（
72
）  

こ
の
点
は
、
規
定
形
式
に
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
「
司
法
省
明
治
二
八
年
『
刑
法
草
案
』」
以
降
の
、
日
本
刑
法
二
〇
四
条
の
成
立
過
程
に
お

け
る
各
種
の
改
正
案
・
草
案
の
理
解
す
る
際
の
参
考
に
も
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
現
行
刑
法
二
〇
四
条
の
立
法
趣
旨
の
理
解
に
も
関
係
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
拙
稿
「
現
行
刑
法
二
〇
四
条
の
成
立
過
程
に
み
る
傷
害
概
念

―
精
神
的
障
害
に
関
す
る
議
論
を
中
心
に

―
」
法
学
政
治
学
論

究
九
八
号
（
二
〇
一
三
年
）
四
八
頁
以
下
参
照
。

（
73
）  Bernhard H

artung, in: W
olfgang Joecks / Klaus M

iebach 

（H
rsg.

）, M
ünchener Kom

m
entar zum

 Strafgesetzbuch, 2. Aufl. 
2012, 

§ 226, Rn. 40.

（
74
）  Tobias W

indhorst, D
er Rechtsbegriff der „schw

eren G
esundheitsschädigung

“: zugleich ein Beitrag zum
 6. StrRG

, 2001, S. 
105.

（
75
）  

な
お
、
同
号
の
説
明
に
際
し
て
は
、
ド
イ
ツ
刑
法
一
七
四
条
ｃ
の
説
明
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、H

ans Joachim
 H
irsch, in: 

Burkhard Jähnke / H
einrich W

ilhelm
 Laufhütte / W

alter O
dersky 

（H
rsg.

）, Leipziger Kom
m
entar zum

 Strafgesetzbuch, 11. 
Aufl. 2000, 

§ 226, Rn. 25.

（
76
）  

こ
の
点
に
関
し
て
はW

olfslast

（
前
掲
注
（
42
））S. 8 f.

も
参
照
。

（
77
）  

ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
同
様
に
、
医
学
的
意
味
に
お
け
る
疾
病
相
当
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
見
解
と
し
て
、Eser / Sternberg-Lieben

（
前

掲
注
（
23
））
§ 223, Rn. 6. 

やJoecks

（
前
掲
注
（
23
））V

or 

§§ 223 ff., Rn. 30. 

等
が
あ
る
。

（
78
）  Regierungsvorlage eines Strafgesetzbuches sam

t Erläuterungen

（
前
掲
注
（
56
））S.211 f.

（
79
）  

拙
稿
（
前
掲
注
（
3
））
一
〇
五
頁
以
下
。

（
80
）  Bertel / Schw

aighofer

（
前
掲
注
（
69
））
§ 83, Rz. 4.

（
81
）  

岡
田
朝
太
郎
『
日
本
刑
法
論
各
論
之
部
』（
一
八
九
五
年
）
七
二
三
頁
。
最
近
で
は
、
松
原
芳
博
「
身
体
に
対
す
る
罪
・
そ
の
一
」
法
学
セ
ミ

ナ
ー
六
八
五
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
〇
四
頁
以
下
に
お
い
て
、
精
神
的
障
害
は
「
存
在
お
よ
び
行
為
と
の
因
果
関
係
が
不
明
確
で
あ
る
」
と
の
指

摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
82
）  Lilie

（
前
掲
注
（
15
））
§ 223, Rn. 15.

（
83
）  W

olfslast

（
前
掲
注
（
42
））S. 20 f.; Eser / Sternberg-Lieben

（
前
掲
注
（
23
））
§ 223, Rn. 6.
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（
84
）  

林
美
月
子
（
前
掲
注
（
1
））
二
二
五
頁
。

（
85
）  

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
つ
い
て
は
、H

ilde Kaufm
ann, Krim

inologie I, 1971, S. 56 ff. 

等
参
照
。

（
86
）  

日
本
に
お
い
て
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
は
傷
害
の
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
西
原
春
夫
『
犯
罪
各
論
〔
訂
補
準
備
版
〕』（
一
九
九

一
年
）
一
五
頁
は
、「
い
や
が
ら
せ
電
話
に
よ
り
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
さ
せ
る
こ
と
」
は
「
傷
害
に
含
ま
れ
る
」
と
す
る
。

（
87
）  Lilie

（
前
掲
注
（
15
））V

or 

§ 223, Rn. 2.

（
88
）  Joecks
（
前
掲
注
（
23
））V

or 

§§ 223 ff., Rn. 5.

（
89
）  W

olfslast
（
前
掲
注
（
42
））S. 20.

（
90
）  

林
幹
人
（
前
掲
注
（
2
））
二
五
三
頁
。

（
91
）  W

olfslast

（
前
掲
注
（
42
））S. 20 f.

（
92
）  

新
保
勘
解
人
『
日
本
刑
法
要
論　

各
論
〔
増
訂
再
版
〕』（
一
九
二
九
年
）
三
四
一
頁
以
下
。

（
93
）  

最
決
平
成
二
四
年
七
月
二
四
日
刑
集
六
六
巻
八
号
七
〇
九
頁
。

（
94
）  

神
戸
地
判
平
成
二
一
年
四
月
一
七
日
（LEX/D

B

文
献
番
号25440925

）。

（
95
）  

岡
山
地
判
平
成
二
四
年
九
月
二
八
日
（LEX/D

B

文
献
番
号25483118

）。

（
96
）  

融
道
夫
ほ
か
（
監
訳
）『
Ｉ
Ｃ
Ｄ
―
10

精
神
お
よ
び
行
動
の
障
害

―
臨
床
記
述
と
診
断
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

―
〔
新
訂
版
〕』（
二
〇
〇
五
年
）。

（
97
）  

融
道
夫
ほ
か
（
前
掲
注
（
96
））
一
五
九
頁
。

（
98
）  

高
橋
三
郎
ほ
か
訳
『
Ｄ
Ｓ
Ｍ
―
Ⅳ
―
Ｔ
Ｒ　

精
神
疾
患
の
分
類
と
診
断
の
手
引
き
〔
新
訂
版
〕』（
二
〇
〇
三
年
）。

（
99
）  

高
橋
三
郎
ほ
か
訳
（
前
掲
注
（
98
））
一
七
九
頁
以
下
。

（
100
）  

こ
の
点
に
関
し
て
、BG

H
 Beschluss vom

 11. 12. 2012 ‒ 5 StR 431/12 

は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（「
Ｉ
Ｃ
Ｄ
―
10
」
の
「F 43. 1

」）
に
つ
い
て
、

精
神
的
に
媒
介
さ
れ
た
身
体
的
侵
害
の
例
と
し
て
言
及
し
て
い
る
。

（
101
）  

た
と
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
関
し
て
は
、D

iethelm
 Kienapfel / Frank H

öpfel / Robert Kert, Strafrecht, Allgem
einer Teil, 14. 

Aufl. 2012, Z 27, Rz. 14. 

ド
イ
ツ
に
関
し
て
は
、Claus Roxin, Strafrecht, Allgem

einer Teil I, 4. Aufl. 2006, 

§ 11, Rn. 145, 

§ 24, 
Rn. 44.

参
照
。
た
だ
し
、
こ
の
問
題
は
、
傷
害
惹
起
の
方
法
に
限
定
が
な
い
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
。

（
102
）  LG

 Aachen, N
JW
 1950, 759 

は
、
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
兵
士
Ｓ
の
妻
が
、
Ｓ
は
ロ
シ
ア
の
捕
虜
収
容
所
で
死
亡
し
た
と
の
虚
偽
の

情
報
を
聞
き
、
神
経
が
ま
い
っ
た
こ
と
、
心
臓
発
作
を
起
こ
し
た
こ
と
な
ど
が
、
傷
害
に
当
た
る
か
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
あ
る
。
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（
103
）  Lilie

（
前
掲
注
（
15
））
§ 223, Rn. 15.

（
104
）  Lilie

（
前
掲
注
（
15
））
§ 223, Rn. 15.

（
105
）  Lilie

（
前
掲
注
（
15
））
§ 223, Rn. 15.薮

中　

悠
（
や
ぶ
な
か　

ゆ
う
）

所
属
・
現
職　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

最
終
学
歴　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

所
属
学
会　
　

日
本
刑
法
学
会

専
攻
領
域　
　

刑
法

主
要
著
作　
　

 「
刑
法
に
お
け
る
傷
害
概
念
と
精
神
的
障
害

―
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
に
お
け
る
議
論

を
中
心
に

―
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
九
七
号
（
二
〇
一
三
年
）

　
　
　
　
　
　

 「
刑
法
二
〇
四
条
の
成
立
過
程
に
み
る
傷
害
概
念

―
精
神
的
障
害
に
関
す
る
議
論
を

中
心
に

―
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
九
八
号
（
二
〇
一
三
年
）


